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　水素社会実現に向けた取組の一環として、燃料電池自
動車の普及に向け、水素スタンドの整備を加速させるた
めの取組が進められており、水素スタンドを併設する給
油取扱所において、施設内レイアウトの効率化等の観点
から、水素充塡のための停車スペースと給油のための停
車スペースを共用化することについて技術基準の整備が
求められています。
　また、近年では、有機ハイドライド方式の水素スタン
ド等、新たな形態の水素スタンドの実用化が進められて
おり、当該水素スタンドに関連する危険物施設の技術基
準の整備が求められています。
　このような状況を踏まえ、給油取扱所等の危険物施設
について、多様化する水素スタンドに対応するために必
要な安全対策のあり方について検討するための検討会を
発足し、第１回検討会を７月21日（金）に開催しました。

　・第２回　平成29年10月～ 11月頃（予定）
　・第３回　平成30年１月～２月頃（予定）

　第１回検討会では、検討の背景、水素スタンドを併設
する給油取扱所における停車スペースの共用化に関する
課題、有機ハイドライド方式の水素スタンドに関する課
題、液化水素ポンプ昇圧型圧縮水素スタンドに関する課
題等について議論し、今後の検討の方向性等について検
討が行われました。

　検討項目については次のとおりです。
　（１）�　水素スタンドを併設する給油取扱所の停車ス

ペースの共用化に係る安全対策のあり方に関する
事項

　（２）�　有機ハイドライド方式の水素スタンド等の新た
な形態の水素スタンドに関連する危険物施設の火
災危険性及び安全対策のあり方に関する事項

第１回検討会の様子
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「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る
安全対策のあり方に関する検討会」の開催
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